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修士論文要旨
家庭における子どもの身体活動量増強の試み
一保護者の働きかけを促す通信紙プログラムの効果検証－
DevelopmentandEvaluationoftheHome・basedPhysicalActivityProgramforChildren
duringWeekends：TheE飴ctbfNewsletterProgramtoPromoteGuardian，sSupport
後藤
問題と目的
近年，子どもの身体活動量減少が生じており，心身両面
への影響が危倶されている（竹中，2003）。そのため，子
どもの身体活動量増強を目指した取り組みが必要である。
保護者の援助（身体活動サポート）は，子どもの身体活動
量増強のために重要な役割を果たす（Prochaska etalリ
2002）。そこで本研究では，子どもの身体活動と保護者の
身体活動サポートの関連を検討し（研究1），それを基に，
保護者の身体活動サポートを促すプログラムを開発した
（研究2・1）プログラムのアウトカム評価として，介入校
と統制校の比較を行い（研究2－2）つづいてトランスセオ
レテイカルモデル（TTM）を用いた身体活動サポートに合
わせた情報提供効果を検討した（研究2－3）さらに，プロ
セス評価として，量的評価（研究2－4）と質的評価（研究
2－5）を行い，プログラムを総合的に評価した。
研究1：子どもの身体活動と保護者の身体活動サポートの関
連
［方法］対象者：所沢市で小学校1－3年生と保護者198名
調査内容：①子ども用身体活動尺度，②保護者の身体活動
サポートの行動変容ステージ
［結果と考察］保護者のステージが高いほど，「休日」の子
どもの身体活動量が多かった。よって，家庭における子ど
もの身体活動量増強を目的に，保護者の身体活動サポート
を促すプログラムは，休日に着目した内容が有効であるこ
とが示唆された。
研究2－1：プログラムの開発
［概要］保護者に情報提供する通信紙と，子どもの活動や
保護者のサポートを記録するセルフモニタリングシート
を2週に1回計4回配布した。2005年10月－12月のプ
ログラム前後，および2006年6月にフォローアップ測定
を行った。
［通信紙］ステージマッチド2群用（サポート低群・高群；
TTMに関する情報，身体活動サポート方法の情報）と，
一般的な健康情報を提供した群用（一般健康知識群）の3
種類を用意した。
研究2－2：アウトカム評価－プログラムの実施効果－
［方法］対象者：①介入校（T小学校3年生と保護者）69
名，②統制校（T小学校近隣のN小学校3年生と保護者）
66名
測定項目：1）保護者；①子どもの身体活動の重要性の認
知，②身体活動サポートステージ，2）子どもの身体活動；
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①歩数，②子どもの報告，③保護者の報告，3）子どもの
健康；①不定愁訴，②抑うつ，③向社会的スキル
［結果と考察］プログラムにより，子どもの身体活動の重
要性に関する保護者の認識が向上した。また，子どもの歩
数が増強し，不定愁訴が改善された。一方，身体活動サポ
ートステージの上昇や維持は見られなかった。
研究2－3：アウトカム評価－ステージに合わせた情報の効果－
［方法］対象者：介入校1－3年生と保護者（サポート低群60
名，サポート高群99名，一般健康知識群43名）
測定項目：研究2－2と同様
［結果と考察］サポート低群の身体活動サポートステージは，
ステージにマッチした情報提供により上昇し，一方，サポー
ト高群のステージが維持した。また，保護者の報告によって
測定した子どもの身体活動量は，フォローアップにおいてス
テージにマッチしていない一般健康知識群のみが減少した。
研究2－4：プロセス評価一質問紙調査－
［方法］対象者：プログラム対象保護者202名　調査内容：①
ツール（通信紙，セルフモニタリングシート），②プログラム
全体
【結果と考察］すべての群がツールやプログラム全体を高く
評価しており，アウトカム評価でステージマッチの効果が認
められなかった項目の原因と考えられた。
研究2－5：プロセス評価と今後の展望－FG卜
［方法］対象者：プログラム提供地域の大人4名　実施：2006
年11月，60分程度　調査内容：①地域の様子，②プログラム，
（彰子どもの身体活動の促進・バリア要因
［結果と考察］インタビューを実施した結果，提供地域の特色
が子どもの身体活動に影響を及ぼすことが示唆された。今後
はプログラム提供前に地域の特色や身体活動バリアを把握し，
具体的なサポート方法を情報提供する必要がある。
まとめ
本研究では，家庭における子どもの身体活動量増強を目的
に，保護者の身体活動サポートを促すプログラムを開発した。
結果，子どもの身体活動の重要性に関する保護者の認識が向
上し，子どもの歩数増強，不定愁訴の改善が見られた。また
プログラム実施に際し，保護者の身体活動サポートステージ
に合わせた情報提供により，身体活動サポートステージ，子
どもの身体活動量（保護者の報告）に効果が認められ，ステ
ージに合わせた情報提供の有効性が示された。さらに保護者
がプログラムを高く評価したことからも，プログラムが有効
的であったといえる。
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